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要旨：コンクリートの接着面における透水性を接着面からの水の流量(単位時間当たりに流れる

量)の大小によって定量化するための適切な水圧を明らかにした。水圧を1.0または0.5、0.2MPa

に設定した透水試験により、打継いだ供試体と打継いでいない供試体での流出量を測定した。そ

の結果、打継いだコンクリートの場合、水圧1.0MPa,0.5MPaでは流出量は定量にならずばらつき

が大きくなるが0.1MPaではばらつきも殆んどなくなり流出速度は定量に近くなるという結果に

なった。 
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1.  はじめに 
コンクリートの接着面は力学的弱点であるとともに透

水性についても弱点である。しかし、コンクリートの接着

面の透水性に関する研究は多くされておらず、試験方法も

試験に長時間を要したり、試験結果にばらつきがでたりと

正確な透水性を計ること事は難しいとされている。 

 そこで本研究ではコンクリートの接着面における

透水性の大小を，接着面からの水の流量(単位時間当

たりに流れる量)の差によって定量化するための適

切な水圧を決定することを目的とする。 

         

 

2.  試験方法 
 

2.1 打継目を有するコンクリート供試体の作成 

 母材として水セメント比55％の普通コンクリート

を作成し、水中養生28日後に半分に切断し、写真1

のように型枠にセット後、補修材として水セメント

比27％の自己充填モルタルを写真2のように打設し

た。また打設時に付着性に違いを設けるためモルタ

ルを付着面全面に塗布したもの、半面に塗布したも

の、そのまま打設したものの3パターン（それぞれ大、

中、小とする。）を作成した。 

 

2.2 透水試験 

 水中養生28日後、室温20℃で７日間乾燥さした供

試体を使用し、側面からの浸透を防ぐためにエポキ

シ樹脂で側面をコーティングしたのち透水試験機を

用いて、水圧を1.0、0.5、0.1MPaとして透水試験を

行い、各供試体の流出量を測定した。 

 

 

 

 
写真-1 打設前 

 

 

 
    写真-2 打設後 
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4．透水試験結果 
  

4.1 流出速度の変化 

 図-1、2、3は各水圧における流出速度の関係を表

わしたものである。 

試験水圧1 MPaでは、大、中、小で流出速度に大き

な差はでず付着性の違いはみられなかった。 

試験水圧0.5MPaでは大、中、小でばらつきがでて

しまい、試験水圧1.0MPaの結果より流出速度が大き

いという結果になってしまった。 

どちらの試験水圧に於いても試験開始直後から流

出がみられた。これはコンクリートの接着面が平面

なため接着面に沿って水が浸透しやすく多数の水み

ちが出来たことで接着面の抵抗性が殆んどなくなっ

てしまったからだと考えられる。 

このことから、試験水圧1.0MPa、0.5MPaでは試験

結果にばらつきがあり、接着面の透水性を定量化で

きていないことが分かる。 

試験水圧0.1MPaにおいては他の試験水圧よりは流

出速度に違いがみられ、試験直後からの流出もみら

れなかったため、他の試験水圧と比べ透水性を定量

化できていることがわかる。 

 

 

 
図-1 1MPaをかけた場合の流出速度の関係 

 

 

 
図-2 0.5MPaをかけた場合の流出速度の関係 

 

 

 

 
図3 0.2MPaをかけた場合の流出速度の関係 

 

 

4.  結論 
 今回行った試験水圧1.0,o.5,o.1MPaでは流量を定量

化しているとはいえない結果となった。 
 今後の課題として接着面の付着性の違いを明確な

ものにする。打継の無いコンクリートとの透水性の

比較から接着面の透水性をより明確なものにするこ

とがある。 
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